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が
完
全
凍
結
解
除
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
①
区
は
区
民
財
産
の
安
全
確

保
と
効
率
運
用
の
点
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

②
金
融
機
関
の
経
営
状
況
を
ど
の

よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
。
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①
取
引
す
る
金
融
機

関
の
分
散
を
図
り
、
金
融
商
品
の

選
択
も
、
安
全
性
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。
②
自
己
資
本
比
率
や
不

良
債
権
比
率
、
預
金
量
の
推
移
な

ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。
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�
�
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①
中
野
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
の
見
込

み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
人
工
肛
門

な
ど
を
持
つ
人
（
オ
ス
ト
メ
イ

ト
）
の
利
用
に
対
応
し
た
ト
イ
レ

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。
②
現
在

の
広
域
避
難
場
所
「
中
野
区
役
所

周
辺
地
区
」
の
機
能
は
確
保
で
き

る
か
。
③
警
察
病
院
の
屋
上
に
設

置
予
定
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
騒
音
、

離
発
着
頻
度
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

��
�
　

①
立
地
条
件
な
ど
の

問
題
が
あ
り
、
改
善
が
進
ん
で
い

な
い
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
設

置
を
求
め
て
い
く
。
②
地
区
計
画

な
ど
に
よ
り
土
地
の
高
度
利
用
を

図
り
な
が
ら
、
公
園
及
び
公
開
空

地
な
ど
を
確
保
す
る
規
制
を
導
入

し
、
広
域
避
難
場
所
の
機
能
を
確

保
す
る
。
③
騒
音
は
地
上
で　

デ
77

シ
ベ
ル
程
度
、
頻
度
は
月
に
数
回

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
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不
審
者
な
ど
に
よ
る
区
内
の
事

件
発
生
状
況
を
真
剣
に
受
け
止
め
、

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
配
信
機
能
に

よ
る
、
保
護
者
向
け
情
報
提
供
を

開
始
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

�
�
��

今
後
、
他
区
の
運
用

状
況
を
調
査
・
研
究
し
、
早
い
時

期
に
結
論
を
出
し
た
い
。
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人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
も
、

芸
術
や
遊
び
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
て
介
護
予
防
、
介
護
福

祉
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
と

思
う
が
ど
う
か
。

��
�
　

今
後
介
護
予
防

メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
に
あ
た
り
、

そ
う
し
た
視
点
も
必
要
と
思

う
。
他
自
治
体
の
例
な
ど
検

討
し
て
み
た
い
。 

　

少
子
化
が
進
ん
で
、
そ
の
社
会

的
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
中

野
区
で
も
、
積
極
的
に
子
ど
も
施

策
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安
心
し

て
産
み
、
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
昨
年
度
行
っ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
調
査
で
、
区
民
要
望
の

高
か
っ
た
内
容
は
何
か
。
②
待
機

児
解
消
策
と
し
て
何
を
考
え
て
い

る
か
。
③　

年
度
以
降
も
保
育
園

18

の
民
営
化
を
進
め
る
の
か
。
そ
の

手
法
は
何
か
。
④
認
証
保
育
所
の

活
用
の
方
法
は
何
か
。

��
�
　

①
一
時
保
育
、
延
長

保
育
、
病
後
児
保
育
な
ど
の
要
望

が
高
か
っ
た
。
②
認
可
保
育
園
の

定
員
の
弾
力
化
、
待
機
児
の
多
い

地
域
で
の
認
証
保
育
所
の
新
規
開

設
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
③
民
間

に
で
き
る
も
の
は
民
間
に
と
い
う

考
え
方
に 
則 
っ
て
、
よ
り
効
果
的

の
っ
と

な
手
法
を
選
択
し
て
い
く
。
④
認

可
保
育
園
で
直
ち
に
対
応
で
き
な

い
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
区
民
が
利
用

し
や
す
く
な
る
よ
う
に
必
要
に
応

じ
て
設
置
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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集
団
回
収
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
向
上
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の

向
上
な
ど
に
貢
献
す
る
。
①
町
会

連
合
会
の
集
団
回
収
へ
の
取
り
組

み
を
区
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。
②
行
政
回
収
は
い
つ
廃

止
す
る
の
か
。
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①
集
団
回
収
は
、
優

れ
た
資
源
回
収
の
方
法
で
あ
り
、

区
も
支
援
し
て
い
る
。
②
集
団
回

収
が
定
着
し
必
要
が
な
く
な
っ
た

と
判
断
で
き
る
地
域
が
出
て
く
れ

ば
、
廃
止
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た

い
。
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電
線
類
の
地
中
化
は
、
都
市
災

害
の
防
止
な
ど
、
多
く
の
利
点
が

あ
る
。
東
大
附
属
西
側
道
路
の
電

線
類
の
地
中
化
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

��
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今
年
度
は
詳
細

設
計
を
行
い
、　

〜　

年
度

17

19

に
か
け
て
工
事
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
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区
長
は
就
任
以
来
職
員
の

声
を
聴
く
と
い
う
姿
勢
を
強

く
打
ち
出
し
職
員
参
加
の
手

法
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
昨
年
行
わ
れ
た
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
区
長
の
区

政
運
営
に
対
す
る
職
員
の
評
価
は

大
変
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
う
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
か
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
は
素
直
に
受
け
止
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
利
用
し
て
、
職

員
と
の
信
頼
関
係
を
強
固
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。 

　

警
察
大
学
校
等
跡
地
は
、
区
内

に
残
さ
れ
た
最
大
の
公
共
用
地
で

あ
る
。
①
「
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
計
画
検
討
素
案
」
は
、
今
以

上
の
人
口
過
密
と
都
市
集
中
を
招

く
内
容
で
あ
る
。
一
極
集
中
解
決

策
と
し
て
い
た
国
の
当
初
目
的
に

反
し
て
い
な
い
か
。
②
区
民
の
合

意
を
得
て　

年
に
国
に
提
出
し
た

01

「
警
察
大
学
校
等
移
転
跡
地
土
地

利
用
転
換
計
画
案
」
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
区
は
全
く
新
し
い

計
画
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。

自
治
体
に
と
っ
て
重
要
な
、
行
政

の
継
続
性
が
見
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。
③
素
案
に
あ
る
耐
震
不
燃

化
建
築
や
単
な
る
公
開
空
地
で
は
、

震
災
時
の
火
災
か
ら
区
民
の
命
を

守
れ
な
い
。
素
案
を
白
紙
に
戻
し
、

緑
を
配
置
し
た
防
災
公
園
を
基
本

と
し
た
計
画
に
再
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
④　

年
の
土
地
利
用

01

転
換
計
画
案
に
比
べ
、
区
民
参
加

の
進
め
方
が
お
ざ
な
り
で
は
な
い

か
。

��
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①
近
年
で
は
、

一
定
の
集
中
は
む
し
ろ
必
要

と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
る
と
考
え
る
。
②
清
掃
工

場
整
備
の
中
止
な
ど
、
前
提

と
な
る
状
況
が
大
き
く
変
化

し
た
た
め
、
行
政
の
継
続
性

を
踏
ま
え
て
見
直
し
を
し
て

い
る
。
③
都
市
計
画
法
に
よ

る
地
区
計
画
の
導
入
に
よ
っ
て
、

土
地
の
高
度
利
用
を
図
り
な
が
ら

必
要
な
道
路
や
公
園
な
ど
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
広
域
避
難
場
所
と

し
て
の
機
能
の
確
保
は
十
分
可
能

で
あ
る
。
④
今
後
も
一
層
の
区
民

参
加
の
機
会
を
設
け
て
い
き
た

い
。　
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人
以
下
の
少
人
数
学
級
の
効

30
果
は
全
国
レ
ベ
ル
で
検
証
さ
れ
、

国
も
認
め
て
い
る
。
い
ま
や
全
国

で
採
用
し
て
い
な
い
の
は
東
京
都

を
含
め
た
５
都
県
だ
け
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
一
方
、
区
の
行
っ
て

い
る
教
科
ご
と
の
習
熟
度
別
少
人

数
指
導
は
、
で
き
る
子
と
で
き
な

い
子
に
分
け
る
こ
と
で
子
ど
も
の

心
を
傷
つ
け
、
競
争
激
化
と
選
別

教
育
に
陥
る
危
険
が
あ
る
。
外
国

で
は
、
習
熟
度
別
か
ら
少
人
数
共

同
学
習
に
転
換
し
た
国
が
、
国
際

学
力
比
較
テ
ス
ト
に
お
い
て
上
位

を
占
め
、
い
ま
だ
に
習
熟
度
別
に

し
が
み
つ
い
て
い
る
国
は
平
均
以

下
に
下
落
し
て
い
る
。
習
熟
度
別

で
は
な
い
真
の
少
人
数
学
級
を
実

現
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。
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望
ま
し
い
学
級
規
模

は
、
教
科
な
ど
で
も
異
な
る
。
社

会
性
を
育
む
重
要
性
も
踏
ま
え
、

学
習
効
果
が
期
待
で
き
る
教
科
に

つ
い
て
、
子
ど
も
の
理
解
に
応
じ

て
指
導
す
る
少
人
数
指
導
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
、
評
価
も
得

て
い
る
。 

　

中
野
区
の
人
件
費
率
は　

・
９

31

％
で
あ
り
、　

区
平
均　

％
に
比

23

27

べ
て
高
い
。
①
区
は
人
件
費
率
を

ど
の
よ
う
に
下
げ
、
何
年
後
に
ど

の
く
ら
い
の
数
値
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
②
人
件
費
率
は　
14

年
度
に
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

た
反
面
、
超
過
勤
務
手
当
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。
職
員
数
の
減
少
の

た
め
超
過
勤
務
が
増
え
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
仕
事
の
進
め
方
や

費
用
対
効
果
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
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①
区
財
政
に
お
い
て

は
、
抜
本
的
な
構
造
改
革
に
よ
る

歳
出
削
減
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

大
き
な
要
素
で
あ
る
職
員
数
を
、

現
在
の
２
８
７
０
人
か
ら
２
０
０

０
人
程
度
ま
で
削
減
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、　

か
年
計
画
の
中
で

10

明
ら
か
に
す
る
。
②
仕
事
の
進
め

方
や
役
割
分
担
を
適
正
化
し
、
特

定
職
員
へ
の
過
大
な
超
過
勤
務
の

集
中
を
是
正
す
る
な
ど
超
過
勤
務

の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
。
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東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
各
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、

昨
年
、
区
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

制
約
条
件
を
踏
ま
え
つ
つ
早

期
に
整
備
す
べ
き
重
要
な
課

題
と
し
て
認
識
し
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
連
絡
協
議
会
な

ど
で
要
請
を
継
続
し
て
い
く

と
回
答
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

新
中
野
駅
、
中
野
新
橋
駅
、

中
野
富
士
見
町
駅
、
お
よ
び

中
野
坂
上
駅
の
宝
仙
寺
側
駅
舎
の

開
設
に
つ
い
て
、
進
ち
ょ
く
状
況

は
ど
う
か
。
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新
中
野
駅
は
、　

年
17

秋
の
完
成
を
め
ざ
し
て
下
り
ホ
ー

ム
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
ト
イ

レ
も
改
修
予
定
で
あ
る
。
中
野
新

橋
駅
は
、　

年
の
駅
舎
の
改
修
計

20

画
に
あ
わ
せ
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
中
野
富

士
見
町
駅
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
用
地
を
調
査
中
で
あ
る
。
中
野

坂
上
駅
は
、
宝
仙
寺
側
の
出
口
を

検
討
し
て
い
る
が
、
適
当
な
用
地

が
確
保
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
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こ
の
第
２
回
定
例
会
か
ら
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
中
野
（
Ｃ
Ｔ
Ｎ
）

を
使
っ
た
議
会
中
継
が
開
始
さ
れ

た
が
、
区
内
約　

万
世
帯
の
う
ち

16

約
１
万
６
千
世
帯
は
議
会
中
継
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
。
公
平
・
公
正
の
原
則
に
反
し

て
お
り
、
一
日
も
早
く
情
報
の
格

差
を
是
正
す
べ
き
だ
。
昨
年
、
チ

ャ
ン
ネ
ル
リ
ー
ス
の
活
用
を
提
案

し
た
が
、
区
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
か
。
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チ
ャ
ン
ネ
ル
リ
ー
ス

は
、
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
り
、

施
設
移
管
を
含
め
関
係
者
と
可
能

性
を
検
討
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�	
�
��
�
�

�����

��������

��������

��������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
��
�
�
�


